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PhRMA各社は日本社会のパートナーとして新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）を克服し、豊かな「ポストコロナ社会」を実現するために

感染抑制、第一線で業務を行っている方々へのサポート、日常生活の回復、

そして日本経済の再出発に向けて私たちは取り組んでいます

寄付・物資援助治療薬・ワクチンの開発 薬剤の安定供給・製造
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新型コロナウイルス感染症（COVID-19）克服に向けた支援

治療薬・ワクチン

• 国内で唯一COVID-19の治療薬として、特例承認を取得した治療薬の約150万瓶の
一部を無償提供

• 厚生労働省と協力し、国立感染症研究所への複数の薬剤化合物の提供

寄付・物資援助

• 医療/研究機関やNGO団体、患者さんへの数千万円規
模の資金援助

• 医療従事者への数十万枚のマスクや防護具及びその他
医療用品の提供

• マッチング・ギフト制度の導入と新しい奨学金プログラムの
設立

薬剤の安定供給・製造

• 日本での安定した薬の供給を確保するため、定期的にサ
プライチェーンをモニタリング

• 関係当局と連携し、供給の不足防止と緩和

• すでに有効性が実証されている薬の生産強化

• 新しい治療薬の製造を素早く行うためのインフラ投資
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バイオ医薬品業界は日本政府と
連携し、引き続き取り組んでいきます
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• COVID-19との私たちの戦いは、予防法・治
療法が行き渡るまで、続きます

• 新しい治療法やワクチンを開発し、できる限り
速やかに日本国民へ提供します

• 豊かな「ポストコロナ」社会を実現するために、
COVID-19克服を目指します


